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【概要】 

   私たちは風車を作り、羽を取り付ける角度を変えることで風車がもっとも回転する角度をみいだ

す。 

  

 Our aim was find the best angle where the blades rolled fastest by changing the angles of the 

blades of the windmill. 

 

 

【研究動機】 

 ２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災

を境に原子力発電所がすべて停止し日本が電力

不足に陥り大きな影響が出たので、自然エネル

ギーに注目し風力発電の発展に貢献したいと思

った。 

 

【研究目的】 

風車の羽を取り付ける角度を変えることで、

風車がもっとも回転しやすい角度を見出し、風

力発電の発展に貢献する。 

【仮説】 

 ０°と９０°では回らないので、羽が回りや

すそうな４５°がもっとも回転数が大きいと

思われる。そして４５°から１５°ずつ離れた

角度である３０°と６０°は回転数がひとし

いだろう。 

【実験器具】 

実験１ 

風車の土台 

・ 木の板 

・ 木の棒 

・ 釘 

   

  風車の羽 

・ 厚紙 

・ 竹ひご 

・ 接着剤 

・ 輪ゴム 

・ 粘土 

 

その他 

・ 送風機 

・ ハイスピードカメラ 

 

 

【実験方法】 

 実験１ 

６０°と３０°の羽で計測した。 

６０°の羽は時計回りと半時計回り

の羽を作成した。 

※ 羽が前後に移動したので粘土で

固定した。 

 



 

 

 実験２ 

実験１では、羽が動くのを粘土ででき

るだけ防ごうとしたが思うような効

果が得られなかったので粘土を輪

ゴムに変え羽を固定することにし

た。 

 

 実験３ 

７５°・６０°・３０°・２０°の羽で

計測する 

実験１で６０°と３０°は計測した

が、粘土と輪ゴムの時ではデータ

に違いがあったため、計測し 

直した 

 

結果と考察 

実験１ 

 

６０°の羽 時計回り  平均９７．６回 

       半時計回り 平均９９．６回 

３０°の羽        平均１２９．６回 

 

時計回りと半時計回りの差はほとんどなかっ

た。 

羽を取り付ける角度による差は大きく現れた。 

 

 

実験２ 

 

４５°の羽 時計周り   平均１１３．２回 

        半時計回り 平均１１２．９回 

 

羽を固定するのを粘土から輪ゴムに変えると

羽は同じ位置で回転するようになった。 

 

 

実験３ 

 

７５°の羽 平均６３．３回 

６０°の羽 平均９５．７回 

３０°の羽 平均１５０．４回 

２０°の羽 平均１６４．２回 

 

 

データを見ると角度が小さくなるごとに回転数が

増えている。 

 

 

参考文献 

http://www.rmkoubou.mce.uec.ac.jp/content

s/Report/windcar/column-2.html 

 

感想 

いろいろな羽の角度で風車を回したりするこ

とで自分たちの仮説とは違う結果だったことに

は驚いた。 

結果では小さくなるごとに回転数が増えると

いうものだったので、そこから最適の角度を見

つけたいと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

1分間あたりの回転数と角度
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